
１．はじめに

本学における「生活実習ハウス」の歴史は、

開学当時の昭和39年に遡ることができる。

当初、家政科（現：家政学科）において、家

政学、とくに家庭経営学を学ぶための施設とし

て設置された。昭和39年当時、家政経営学の

双璧といわれた竹ノ内ユキ先生（同志社女子大

学教授、のちに甲子園短期大学名誉教授）の発

案によるものであった。以来、45年の長きにわ

たり受け継がれてきた本学の歴史をここに見て

とることができる。

短期大学に隣接したこの建物は、元々学院長

の私邸であった。当時まだ、ご存命であった校

祖婦人や、ご家族にとって思い出深い生活の場

を提供なさることは大変なご決断だったろうこ

とは想像に難くない。

しかし、校祖先生の「家庭は人生のオアシス

だ」ということばを実践するための、家庭婦人

の育成の場として、この生活実習ハウスはスタ

ートしたのである。

２．宿泊実習の意義

開学当初、生活実習ハウスでの宿泊実習は

「家庭管理実習」に始まっていた。当時の学院

機関紙『園の輪』には、竹ノ内ユキ名誉教授の

ことばがこのように掲載されている。

「なぜ、家庭の主婦となるために、多くの金と

時間をかけて、大学教育を受けるのであろう

か？

社会のすべての人々、世界のすべての人々は

皆、個々の家庭の一員であって、どんな人でも

等しく家庭生活の間に、身体・精神・知識・情

操・思想・性格・意志・躾等々、多くの人間形

成の基礎が育成されるのである。しかも今の家

庭生活は昔のように、孤立したものではなく、

社会・国家・世界と常に密接に有機的に関連し

て、機械文化等の自然科学面でも、社会・国際

状勢・経済事情・思想問題、その他人文科学的

な面でも、凡べて直ちに影響されるので、教養

ある適正な判断力によって、それらの中から巧

みに吸収したり、時に防禦して、家庭の人々が、

次代の優れた善い社会人となれるよう、平和な

文化的世界の建設に貢献されるよう、また一面、

幸福な人生が持てるような人格構成のための相

談役・指導役・援助者となって家政を主催する

のが主婦であるから、聰明で、文化的で、豊か
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な立派な主婦が、次代の進展とともに強く要請

されるから、女子に大学教育がますます必要と

なるのである。（中略）私は、本大学では家庭経

済学や家庭管理学の理論教授にも、少人数を単

位として『ゼミナール』形式で進行し、学生は

直ちに質疑応答、討論が自由にでき、第二学年

においては、これらの実習や実験も加えて科学

的な研究を試みるとともに学問をとおして人間

教育を行ない、さらに二週間の『生活実習ハウ

ス』を実施して、既習の『衣・食・住・家庭経

済・家族関係・看護・来客接待』等々の専門教

科の総合的実習を行って家事の合理的研究をす

るとともに、対人関係の検討をも試みて家庭管

理の仕上げとし、如何なる時代にも、よく対処

できる主婦としての訓練を行うつもりである。」

（「園の輪」昭和39年７月発行より）

このように考えるならば、幼児教育的視点か

らも、ここでの実習は大きな意義をおびてくる。

主婦として、母として育児や家庭管理の知識が

不可欠なことはいうまでもないが、保育者とし

ても「衣・食・住」の多面的知識は重要である。

背景の異なる多くの子どもを預かる立場と考え

ればなおさらである。

本学では、平成18年度から幼児教育保育学

科においても以下の目的で本格的な宿泊実習を

行っている。

３．幼児教育保育学科の宿泊実習

平成18年度から幼児教育保育学科で本格的

に取り入れられた本プログラムは、家政科や家

政学科が従来行ってきたものと大きく異なる。

それは、あくまで保育者としての視点に立つ

ということである。学生に対する事前学習でも

目標として「保育における『生活』の重要性を

学ぶ」ということが掲げられていることからも

うかがえる。

今回で３年目を迎えた本実習は、Ⅰ回生を対

象として実施されている。幼児教育保育学科で

学ぶ自覚をもつ契機として毎年重要な位置づけ

となっている。

ここで生活管理の重要性を学び、その後の幼

稚園実習・保育園（所）実習に生かされなくて

はならない経験となっている。

学生たち自身は、今まで家庭において子ども

として、保護者に養育される立場であった。そ

れが社会人になると、保育者として子どもの生

活を、ひいては子ども自身を守り育てる立場に

なるのである。しかも、彼女らは家庭人として

自分の子どもを保育するのではなく、多様な背

景をもち、それぞれの環境の中で育ってきた子

どもたちを幼稚園教諭・保育士という社会的立

場をもって指導することになる。

子どもたちの社会性や基本的生活習慣を育成

するために、保育者として身につけておかなけ

ればならない教養、その中には単に保育に関す

る知識だけではなく、生活全般の事がらが含ま

れるのは必至である。

そのうえで、社会人として、教育者としての

知識・技能を高めることを目的とした実習を計

画した。

期間は5～6人の班ごとに2泊3日である。

目的…宿泊を伴う生活実習を通して、衣・

食・住・人間関係などの家庭運営に必

要な総合的能力を養う。とくに子育て

における「生活」の重要性について学

び、現代の経済的・社会的環境下で問

題とされる点について模索し、保育者

として必要な知識・技術の習得を目指

す。また、実践を通して自分自身の生

活様式について振り返り、日常生活の
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見直しと主体的実践意欲を高める。

（生活実習ハウス宿泊実習要項より）

４．早寝早起き朝ごはん

子どもたちが心身ともに健やかに成長してい

くためには、適度な運動、バランスのとれた食

事、そしてそれによって培われる体力が保たれ

なくてはならない。平成17年７月に施行され

た食育基本法の浸透を目指し、文部科学省は

「早寝早起き朝ごはん」国民運動の推進に乗り

出した。これは、子どもの基本的生活習慣の確

立を目的としたものである。

昨今の家庭における食生活の乱れや睡眠の乱

れ、これらを個々の家庭の問題ではなく、社会

全体の課題として家庭・学校・地域社会の連携

により取り組んでいかなくてはならない。

ここに家庭管理の問題が絡んでくる。家庭で

子どもたちがどう育てられるべきかを如実に捉

えている。家庭も一つの社会である。そう考え

ると国がこのような一大キャンペーンを繰り広

げることは滑稽であるとともに、個々の家庭管

理者にとっては、ある意味恥ずべきことなので

ある。

“個食”・“孤食”ということばが使われる

ようになって久しいが、たしかに昨今の家庭事

情を考えると、家族のそれぞれが、それぞれの

時間に活動するために食事の時間もばらばらで

ある。一見すると“個”が尊重されているよう

ではあるが、家族という単位で役割を見てみる

とどうだろう。

これまでは、親の役割、子どもの役割、兄弟

姉妹の役割、そして祖父母の役割等々について

実際目の前で見て、体得していくことは多かっ

たはずである。しかし、核家族化がここまで進

み、親族との関係すらも希薄になっていく一方

の現代社会において、家族の中だけでそれらを

創り上げることが難しくなってきている。

そこで、幼稚園や保育所、小・中学校、ある

いは国までもが、その関係改善の後押しをしよ

うとしているのである。

そうであるならば、幼稚園や保育園（所）が、

単に集団生活の訓練の場、保育の場という意味

合いでのみ存在するのではなく、これまで以上

に家庭・社会と密接に関わりをもって、子ども

の育成に臨むべき存在として考えられてしかる

べきである。

５．現代保育への実践と今後の課題

この宿泊実習では、保育者としての視点で、

家事を執り行い、食生活のあり方を考え、献立

をも考え、実行していく。これは将来、子ども

に接することのみを考えて行われた実習ではな

い。保護者への対応をも念頭におき、保育者と

して保護者に対して適切なアドバイスができ、

保護者とともに子どもを育成していくのが本来

の保育者であるべき姿だということを学生自身

が気づくことを願っている。

また、幼児教育や保育といわれるものが、実

は家庭と社会とを、より密接に関わらせるかけ

はしに位置づけられるとするならば、現在、幼

児教育を学び、将来、そのような職に就きたい

と考えている学生たちにとって、自分たち自身、

身をもって「他者とのコミュニケーション」に

ついて考え、「円滑な人間関係」を身につけな

ければならないのは必然である。

実習後の、アンケート集約の中には次のよう

なものが見られた。

・親のありがたみが身にしみた。

・家事がいかに大変なものかわかった。
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・助け合いと一言で言っても、実はとても大変

だ。

・朝ごはんが一日の中でとても重要なものだと

わかった。

・周りの人に感謝しなければならないと痛感し

た。

また、個々の自己評価をまとめると以下のよ

うである。

１．事前指導における実習の概要理解

・自ら進んで実行できた 50％

・指導者の助言を得て実行できた 36％

２．①実習中の衣食住生活

・自ら進んで実行できた 42％

・指導者の助言を得て実行できた 34％

②実習中のコミュニケーション

・自ら進んで実行できた 80％

・指導者の助言を得て実行できた 14％

３．実習全体を通して

・自ら進んで実行できた 57％

・指導者の助言を得て実行できた 30％

これは学生の自己評価の概要であるが、自主

的に実習を行い、主体的に学ぶ姿勢をもってそ

れぞれの２泊３日を過ごすことができたのは大

いなる収穫であった。

また、学生たちはこの実習に臨むにあたり、

各自で「実習目標」をたてた。そのいくつかを

以下に挙げる。

・人間関係、コミュニケーションの大切さを理

解する

・基本的生活習慣の大切さを理解する

・生活のリズムの大切さを理解する

・手際よく調理を行い、食に関する知識を高め

る

などとなっている。

この宿泊実習に参加した学生たちは、先にも

述べたように、家庭においては子どもとして、

親に養育される立場である。その学生たちが、

たとえ２泊３日であっても自分たちで生活を管

理するということは、本人たちにとって貴重な

体験となっている。

特に、幼稚園教諭や保育士の職業人としての

使命を少しは確かなものにすることができたと

評価している。

今後は、幼児教育保育学科としての特色をい

かに出すかが課題である。

たとえば、衣生活分野においては、幼児服の

素材による洗濯のしかたや、乾燥のしかたの違

いを学ぶのも学生への興味づけになっていくの

ではないだろうか。食生活分野においては、幼

児食やおやつについての実習を手がけていくの

もひとつであろう。

また、住生活分野においては幼児の視線（目

の高さ）で、ものを見ること、置くことを考え

たり、掃除のしかたを考えたりすることが必要

になってくることを学ぶのも大切なことであろ

う。

幼児教育保育学科としての視点で、新たなる

発展を目指していきたいと考える。

６．まとめ

昭和39年の開学以来、何度か改築をくり返

してきた生活実習ハウスであるが、阪神・淡路

大震災（平成７年）の打撃は甚大なものであっ
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た。しかし、この打撃をも逆手にとり、近代的

設備の整った施設へと発展した。現在は介護実

習のできる施設、隣りにはイネーブルガーデン

もあり、学内だけではなく広く地域に開放され

る施設となった。

本学において、宿泊実習をするということは

家政学科、幼児教育保育学科の名にとらわれず、

広く社会に貢献できる人材育成を目指すもので

ある。

とりわけ、ここで話題として取り上げた幼児

教育保育学科の学生には、幅広い視野をもって

保育を捉え、それぞれの子どもたちが育つ環境

を尊重する目と方向性を身につけてほしいと強

く思っている。

そのために、学生たち自身が高い道徳心と向

学心をもち、自身の将来像を明るく切り拓いて

いってくれる一助になれば、この実習の本望で

ある。

本実習の実施にあたり、教職員はじめ、関係

各位に多大な協力をいただいたことに謝意を表

します。
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